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血
T

1

-

一

､

朝
■卜

イ

ぅ

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

と
カ
ぶ

ソ

エ

ー

リ
ン

ー
一

八

六

〇

年
代
の

ロ

シ

ア

の

革
命
的

民

主

主

義
者
と

自
由
主

義
者
を

め

ぐ
っ

て

-
-
-

は

じ
め

に

一

九

世

紀
半
ば
の

ロ

シ

ア

に

お

け
る

自
由

主

義
と

革
命
的
民

主

主

義
の

対

立
の

問
題
は

､

ロ

シ

ア

社

会
思

想

史
や

文

学
史
の

研

究

領
域
で

の

伝
統
的
な
テ

ー

マ

で

あ

る
｡

と

り

わ

け
､

一

八
五

五

年

の

ク

リ
､

､

､

ア

戦
争
の

終
結
か

ら
一

八

六
一

年
の

農
奴

制
廃
止

令

前

後
の

時

期

ほ
､

両

思

潮
の

協
調

と

対

立
を

は

ら

ん

だ

時
期
と

し

て

研

究

者
に

よ
っ

て

重

要
視
さ

れ

て

き

た
｡

筆

者
は

､

こ

の

テ

ー

マ

に

つ

い

て

従

来
､

二
､

三

の

論
考
を

発

(

1
)

表
し

て

き

た

が
､

最
近
で

ほ
､

チ

ェ

ル

ヌ

ィ

シ

ェ

フ

ス

キ

イ

を

め

(

2
)

ぐ

る

研

究
論
集
(

金
子
幸

彦
･

他

編
､

社

会
思
想

社

よ

り

今
年
中

に

出

版

予

定
)

の

な

か

で
､

｢

チ
ェ

ル

ヌ

ィ

シ

ェ

フ

ス

キ

イ

の

ロ

シ

ア

改

革
論
+

と

題
し
て

､

主
と

し
て

チ
ェ

ル

ヌ

ィ

シ

ェ

フ

ス

キ

イ

(

H
.

｢

【

訂
p

コ

已

E
諾
〔

六

邑
-

-

∞
N

00

1
-

00

笠
)

と

チ

チ
ェ

ー

リ

ン

(

ロ

H
.

上
-

3
e

p

賢
【

-

-

00
N

∽

-
-

富
士

の

対

立

を

軸
と

し
て

､

農
奴

制
廃

止

期
の

両

派
の

動
向
を

社

会
思

想

史
的
見
地

か

ら

検
討

し
た

｡

そ

の

な

か
.で

､

チ
ェ

ル

ヌ

ィ

シ

ェ

フ

ス

キ

イ

と
カ

グ
ェ

ー

リ

ン

(

宍
.

b
.

宍
a

羅
臼

昌
､

-

望
∞

-
-

00

∞

凸

と

の

関
係
に

つ

い

て

も

副
次

的
に

言
及
し

た

が
､

紙
数
の

制
約
と

資
料
の

不

足
か

ら
､

充
分
に

意
を
.

尽
せ

な

か
っ

た
｡

最
近
に

な
っ

て
､

サ

ラ

ー

ト

フ

の

社
会

思

想

史
家
A
･

A
･

デ
ー

ム

チ
エ

ン

コ

の

論
文

｢

革
命
的
民

爪

J

主
主

義
者
た

ち
の

自
由
主

義
着
た

ち

か

ら
の

決

別

の

歴

史
よ

り

胡
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(

3
)

(

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

と

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

)

+

を

入

手

し
た

の

を

機
会
に

､

本
論
で

両

者
の

関
係
に

つ

い

て

の

従

来
の

筆
者
の

発
表
の

不

足
を

補
う
こ

と

に

し
た

｡

筆

者
が

と

く
に

デ

ー

ム

チ
エ

ン

コ

の

労

作
に

注

目

し
た

の

は
､

彼
が

サ

ラ

ー

ト

フ

の

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

研

究
所
の

伝
統

的
な

実
証

的
学
風
に

沿
っ

て
､

ソ

連
科

学
ア

カ

デ
､

､

+

-

付

属
ロ

シ

ア

文

学
研

究
所
(

〓
P

ヨ
〓
)

の

手

稿
部
の

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

･

フ

ォ

ン

ド

の

資
料
を

中
心

と

す
る

未
公

刊
の

手

稲

資
料
を

幾
つ

か

検
討

し
､

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

と
カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

関

係
に

サ

い

て

も

従

来
不

明
確
な

ま
1

に

さ

れ

て

い

た

問
題
点
に

具
体

的
な

解
明
を

与

え

て

い

る

か

ら
で

あ

る
｡

そ

の

結
果

､

わ

れ

わ
れ

は

H

両

者
が

一

八

五

〇

年
代
の

ほ

じ

め

か

ら
一

八
六

一

年
末
ま
で

ほ

相
.

互
に

敬

愛
し

合

う
､

友

好
的
な

関

係
に

あ
っ

た
こ

と
､

肖
カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

｢

ロ

シ

ア

に

お

け

る

農
民

解
放
に

関
す
る

覚
書
+

を

チ

ェ

ル
■
ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

が

『

同

時

代
人

(

ソ

グ
レ

メ

ー

ン

ニ

ク
)

』

に

掲
載
し

た

の

は
､

彼
の

独

断
的
行
為
で

ほ

な

か
っ

た

こ

と
､

肖
カ

グ
ェ

ー

リ

ン

と

チ

チ
ェ

ー

リ

ン

の

尚
に

は

改

革
期
に

進

歩
的
自
由
主

義
者
と

保

守
的
自
由
主

義
者
と

し
て

の

思

想

的
対

立

と

分
裂

が

あ
っ

た

こ

と
､

帥
一

八

六
二

年
二

月
の

海
外
出
張
を

機

に
､

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

思
想
的
転
換
が

進
み

､

チ

ェ

ル

ヌ

ィ

シ

ェ

ト
｢

酔

十

ト

ト

､

フ

ス

キ

イ

ら

革
命
的
民

主

主

義
者
へ

の

敵
対

的

な

態

度
が

顕

著
と

純

な
っ

た

こ

と

な
ど

を

よ

り

具

体

的
に

理

解

す

る

こ

と

が

で

き

る

よ

う
に

な
っ

た
｡

以

下
の

叙
述
は

､

そ

れ

ら

の

四

点
に

つ

い

て
､

主
と

し
て

デ
ー

ム

チ
エ

ン

コ

の

論
旨
を

紹
介
し
っ

1

､

筆
者
な
り
の

見

解
を

示

し

た
も

の

で

あ

る
｡

凡
例

文

中

で

チ

ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ
一

六

巷
全

集
か

ら
の

引

用
は

(

)

内
に

巻
数
を
ロ

ー

マ

数
字

､

ペ

ー

ジ

数
を

ア

ラ

ビ

ア

数
字
で

示

す
｡

デ
ー

ム

チ

エ

ン

コ

の

前
端

論
文
か

ら

の

引

用

ほ

(

)

内

に

D
･

と
ペ

ー

ジ

数
の

み

を

示

す
｡

(

1
)

ぺ
･

H

m
巴

∴
→
F
e

J
O
ロ

d
O

ロ

E
e

e
t

ぎ
的

○
{

H
e
r

N

e

n

甲
ロ

ー

C
F
e

岩
y

旨
e

ま
打

y

ど
ー

亡

ロ
e

-

00

･
芦

こ

『

エ

学

院
大

学
研

究

論
叢
』

第

八

号
､

一

九
六

九

年
､

所

収
｡

今

井
義
夫

｢

ロ

シ

ア

自
由

主

義
者
の

誕

生
+

『

一

橋

論

叢
』

第

七

六

巻

第
三

号
､

一

九

七

六

年
所

収
｡

同

｢

ゲ
ル

ツ

ェ

ン

と

カ

グ
エ

ー

ワ

ン

ー
四

〇

年
代

人
の

友

情
と

訣
別

-
+

金

子

幸

彦
編

『

ロ

シ

ア

の

息

憩
と

文

学
』

恒
文

社
､

一

九
七

七

年
所

収
｡

.

L
･

一

.

帝
り

ナ

l
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1

ヰ

ナ

一

｡

〝

｡

ト

､

句
､

′

(

2
)

こ

の

『

チ

ネ

ル

ヌ

イ
シ

ュ

ア

ス

キ

イ

論
集
(

仮
鬼
)

』

ほ
､

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ
の

世

界
観

と

清
動
の

全

面

的

な

検

討
を

め

ざ

し

た

わ

が

国
で

最
初
■の
共

同

研

究
論
文

集
で

あ
る

｡

(

3
)

A
.

A
.

b
e

岩

岳
ヨ
ハ

○
…

〓
U

宍

言
p

≡
p
a

g
e

※
e

呂
≡
拍

勺
e

甲

0
日

岩
月

き
昌
E
H

垣
叩

E
O
只

召
T
O
ロ

∩

白

邑
e

勺

呂

琶
買

(

上
e

p

コ

巳
E
e

宍
･

穴
】

島

〓

六

6
e

白

‡
エ
)

-

笥
や

デ

ー

ム

チ
エ

ン

コ

の

こ

の

論
文
が

鴇

載

さ

れ

て

い

る

の

ほ
､

サ

ラ

ー

ト

フ

発
行
の

『

ロ

シ

ア

に

お

け
る

解

放

運
動
』

誌
第

九

号
､

一

九

七

九

年
､

(

:

O
n

冒
曾
b

∃
e

き
叶

岩
e

日

昌
･

洪
e

喜
e

ロ

P
O
n

n

≡
､

､

C

葛
a

ヨ
タ

U

已
コ
.

や
)

-

笥
¢

･

n
◆

N
N

-
山

や

)

で

あ

る
｡

(

4
)

サ

ラ

ー

ト

フ

の

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

研

究

所

ほ
､

一

九

五

八

年
か

ら

研

究

論

集
シ

リ

ー

ズ

:

H
.

｢

【

訂
p

串
E

E
e

宍

至
き

n

T
a

→

岩
-

宍
告
e

b
O

冨

墓
地

苫

喜
【

諾
p

き
白

E
｡

C
a

勺
a

T

O

宍

琶
e

宍

苧

苫

※
託

○
仲

買

岩
P
T
e

白

ど
り

→

申
ロ

を

発
行
し

､

一

九

七
一

年

ま

で

に

六

巻

を

数
え
て

い

る
｡

そ

の

な

か

で
､

デ
ー

ム

チ

エ

ン

コ

の

執
筆

し
た

論

文
ほ

次
の

四

点
が

あ
る

｡

冨

宍
T
O

勺

宝
コ

○

話
芸
-

穴

〓
.

｢
.

占
e

勺
=

E
E
e

発
声
0

岩
n

A
･

B
･

b
p

叫

※

喜
…
-

巳
芦

-

冨
山

､

ロ

→

今

コ
勺
○

曾
e

岩

E

冨
コ
コ
b
野

曾
0
1

勺
a

骨
苫

コ

宍
告
e

宝
ロ

→

勺
y

b
a

舛

H
一

｢

占
e

p
〓

E

E
e

宍
,

6
｢

○
-

-

芸
00

ー

B

→
●

h
･

一

計
勺

エ

E

E
e

宍
穴

邑
E

r
e

p

月
e

詫

ひ

ー

∞

笥

岩
.

壱
(

穴

宍
→
○

勺

≡

コ

○

記
≡
六

旦
∵

r

宅
-

.

B

→
.

P

H
e

O

賢
○

曽
-

≡
J

昂

ち
○

貞
e

≡
i

戸

-

笥
-

●

B

→
●

P

一

両

者
の

出
会
い

と

カ

グ
エ

ー

ワ

ン

の

改

革
思

想

従

来
､

ソ

ビ

エ

ト

史
学
の

文
献
に

お

い

て
､

チ
ェ

ル

斗

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

に

た
い

す

る

カ

グ
よ

ー

リ

ン

打

関
係
ほ

､

一

八

六
二

年

以

降
の

香
定
的
関
係
が

強
調

さ

れ
､

そ

れ

以

前
の

友

好
的
関
係
に

つ

い

て

言
及

す
る

こ

と

が

少
な
か

っ

た
｡

そ

の

こ

と

は
､

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

農
民

解
放
活
動
全

体
に

た

い

す
る

香
定

的
評

価
に

も
つ

な

が
っ

て

い

た
｡

デ
ー

ム

チ

エ

ン

コ

は
､

そ

の

よ

う
な

傾
向
の

一

因
と

し

て
､

チ

エ

ル

ヌ

ィ

シ

ェ

フ

ス

キ

イ

が
一

八

六
二

年
に

逮
捕
さ

れ

た

時
の

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

冷
淡
な

反

応
に

た

い

す
る

レ

ー

ニ

ン

の

批

判

的
な

評
価
の

影
響
を

あ
げ

て

い

る
｡

そ

し
て

､

そ

の

よ

う
な

香
定

的

評

価
が

農
奴
解
放
令
後
の

カ

グ
ヱ

ト

リ

ン

に

と
っ

て

正

し
い

と

し
て

も
､

そ

れ

以

前
の

時

期
に

ま

で

さ

か

の

ぼ
っ

て

機
械
的
に

適
用

す

る

こ

と

ほ

不

適
当
で

あ

り
､

そ

の

時
代
の

思
想
の

独

自
な

姿
を

ゆ

が

め

る

こ

と
に

な
る

と

し

て

反

対

レ

て

い

る

(

D
-

.

N

N

)

｡

彼
の

指
摘
を

ま
つ

ま
で

も
･
な

く
､

筆

者
も

､

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

が

改
革
以
･

前
に

反

農
奴
制
運
動
に

積
極
的
な

役
割

を

果
し
て

い

た

こ

と
､

ゲ

ル

ツ
ェ

ン

や

チ
ェ

ル

ヌ

ィ

シ

ェ

フ

ス

キ

イ

と

親
し
い

関
係
に

あ

り
､

-
八

じ

そ

れ

が

当

初
農
奴
制
反

対
の

統
一

戦
線
を

可

能
に

す
る

前
提
と

な

舶
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(

1
)

っ

て

い

た

こ

と

を

指
摘
し
て

き

た
｡

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

と

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

最
初
の

出
会

い

は
､

デ
ー

ム

チ
エ

ン

コ

に

よ

れ

ば
､

一

八

五

〇

年
で

あ
っ

た
｡

前
者
が

ベ

テ

ル

ブ

ル

ク

大

学
を

卒
業
し
て

､

貴
族
連
隊
の

教

育
機

関
で

の

ロ

シ

ア

文

学
の

教

師
に

な

る

た

め

に

許
験
を

う
け

た

時
､

た

ま
た

ま
そ

の

試

験
講
義
に

立
ち

合
っ

た

の

が
､

当
時

軍

関
係
の

教
育
部
長
を

し
て

い

た

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

で

あ
っ

た
｡

彼
は
こ

の

試

験
講
義
の

後
の

講
評
で

､

チ
ェ

ル

ヌ

ィ

シ

ェ

フ

ス

キ

イ

に

た

い

し

て

非
常
に

好
意
的
で

あ
っ

た

と
い

う
｡

後
者
も

ま

た
､

彼
に

つ

い

て

｢

極
め
て

デ
リ

ケ

ー

ト

で
､

温

和
で

､

倍
顧
で

き

る
+

(

舛
H

く
.

N

O
山

)

人

物
と
い

う
印

象
を

友

人
へ

の

手

紙
に

記
し

て

い

る
｡

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

が

カ

グ
エ

ー

ワ

ン

に

た

い

し
て

抱

い

た

敬

意
は

､

■
当

時

彼
が

自
分
の

尊
敬

し
て

い

た
｢

四

〇

年
代
人
+

ペ

リ

ン

ス

キ

イ
､

ゲ
ル

ツ
ェ

ン

､

グ

ラ

ノ

フ

ス

キ

イ
､

ト

ゥ

ル

ゲ

ー

ネ

フ

ら
の

親
し
い

友

人
で

あ

り
､

ニ

ヲ
フ

ィ
一

世

穀
後
の

ロ

シ

ア

の

改
革
運

動
の

指
導
的
人

物
で

あ
っ

た

か

ら

で

あ
っ

た
｡

改

革
派
の

な
か

で

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

名

声
を

一

躍
た

か

め

た

の

は
､

彼
が

ク

リ
､

､

､

ア

戦
争
の

敗
戦
の

年
､

一

八

五

五

年
に

書
い

た

(

2
)

｢

ロ

シ

ア

に

お

け
る

農
民

解
放
に

関

す
る

覚
書
+

(

以

下
､

｢

覚
書
+

と

略
記
す
る
)

で

あ
っ

た
｡

そ

の

内
容
ほ

､

ロ

シ

ア

の

現
存
体
制

ト
｢

書

十

ト

ト

L

へ

が

西

欧

諸

国
に

く

ら
べ

て

著
し

く

遅
れ

､

欠

陥
に

充
ち
て

い

る

こ

郎ノ
T

と

を
､

政

治
･

経

済
･

軍
事

･

教
育
の

す
ぺ

て

の

面
で

指
摘
し

､

そ

の

最
大
の

禍
根
を

農
奴
制
の

存
在
と

み

な

し

て
､

そ

の

廃
止

を

は

じ

め

と

す

る

全

般

的
な

改

革
の

必

要
を

説
い

た

も

の

で

あ
っ

た
｡

こ

の

｢

覚
書
+

は

人
々

の

間
に

秘
か

に

手

写
さ

れ
て

拡
が
っ

て

い

た

が
､

ニ

コ

ラ

イ
一

世
の

専
制
体

制
と

そ

の

東
方

政

策
の

破

綻
に

ょ
っ

て

た
か

ま
っ

た

国
内
の

体

制
批

判
の

声
を

集
約
し

､

指
導
す

を

文

書
と

し

て

歓
迎

さ
れ

､

自
由
主

義
的
改
革
派
の

綱
領
的
文

書

と

み

な

さ

れ

て

い

た
｡

こ

の

｢

覚
書
+

の

最
初
の

小

部

分
は

ロ

ン

ド

ン

の

ゲ

ル

ツ
ェ

ン

の

も

と

に

送
ら
れ

て
､

『

ロ

シ

ア

か

ら
の

声
』

の

な

か

に

収

録
さ

れ
､

残
り
の

部
分
は

､

チ
ェ

ル

ヌ

ィ

シ

ェ

フ

ス

キ

イ

に

手

渡
さ

れ

て
､

.
彼
が

編

集
し
て

い

た

『

同

時
代

人
』

誌
の

一

八

五

八

年
四

月

号
に

匿
名
で

発
表
さ

れ

た
｡

こ

の

最
後
の

経

緯

に

つ

い

て

は

次

章
で

ふ

れ

る
こ

と
に

す
る

｡

こ

ゝ

で

は
+

デ
ー

ム

チ

エ

ン

コ

が

引
用

し
て

い

る

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

ア
レ

ク

サ
■

ン

ド

ル

二

世

宛
の

手
紙
の

下

書
に

あ

ら

わ

れ

た

彼

の

改

革
思

想
の

一

面
に

ふ

れ

て

お

き

た

い
｡

未
公

刊
の

こ

の

手

紙

の

下

書
き

ほ
､

一

八
五

六

年
三

月
三

十
日

に

皇

帝
が
モ

ス

ク

ワ

の

貴
族

団
の

代
表
者
た

ち
の

前
で

漏

ら

し
七

｢

上

か

ら
の
+

改
革
の

意
図
に

関
連
し
て

書
か

れ

た

も

の

で

あ

る

が
､

そ

の

日

付
の

部
分

卜

一

〔
-
叩
∴

γ



( 7 1 ) チ ェ
ル ヌ

イ
シ

ュ
フ ス キ イ と カ グ

エ

ー ワ ン

ぺ

海

†

パ

｡

″

1

と

結
び

の

部
分
が

欠
け
て

い

る

と

の

こ

と
で

あ

る

(

D
･

､

N

や
)

｡

そ

の

手

紙
の

な
か

で
､

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

は

皇

帝
の

改

革
へ

の

イ

ニ

シ

ア

チ

ブ

を

歓
迎
し

､

ク

リ

ミ

ア

戦
後
の

ロ

シ

ア

に

と
っ

て

の

新
時
代
は

､

暴
力

的

な

形
を

も
っ

て

進
め

ら

れ

る
ぺ

き
で

な

く
､

危
機
の

あ

げ

く

と

し
て

で

も

な

く
､

平
和
的
で

､

平

穏
に

､

政
府

の

活
動
に

よ
っ

て

も

た

ら

す
べ

き

だ

と

主

張
し

て

い

る
｡

そ

し
て

皇

帝
に

､

農
民
の

解
放
へ

の

期
待
の

た

か

ま
り

に

答
え

る

こ

と
､

▲

〆
ヲ

ー

ス

ノ

ス

チ

知
識
人
に

改

革
の

公

開

性
と

思

想
の

白
由
を

保
障
す

る

こ

と

を

す

す

め
､

そ

の

こ

と

に

ょ

っ

て
､

社

会
的

要
素
と

権
力
と
の

接
近

を

も

た

ら

す

効
用
を

説
い

て

い

る
｡

さ

ら
に

､

そ

の

よ

う
な

開
明

的
な

政

策
こ

そ

が

革
命
や

暴
力

的

変
革
を

防
ぎ

､

政

府
を

破

滅
か

ら

畢
っ

こ

と
を

強
調
し
て

い

る
｡

モ

ス

ク

ワ

で

の

皇
帝
の

発
言
に

関
連
し
て

､

彼
は

農
奴
解

放
に

つ

い

て

の

反

対

勢
力
ヘ

け

譲
歩
や

実
施
の

遅
延

は

平
民
を

絶
望
に

追
い

や

る

も
の

だ

と

し
て

､

そ

の

実
施
の

促
進
の

必

要
を

説
い

て

い

る

(

ウ
ニ

N

や

～
山

P
)

｡

こ

の

皇
帝
へ

の

手

紙
が

実
際
に

送
ら
れ

た

か

香
か

に
■つ

い

て

デ

ー

ム

チ
エ

ン

コ

は

明

ら
か

に

し

て

い

な
い

｡

し

か

し
､

そ

の

手

紙

を
､

当

時
彼
が

チ

チ

ェ

ー

リ

ン

と

合
作
し
て

ゲ

ル

ツ
ェ

ン

宛
に

送

っ

た

匿
名
の

『

出
版
者
へ

の

手

紙
』

と

並

読
す
る

と
､

彼
の

政

治

的
性
格
が

一

層
明
ら

か

に

な
る

｡

後
者
で

ほ
､

彼
は

戦
後
の

ロ

シ

ア

に

お

け

る

改

革
思

潮
の

主

流
が

自
由
主

義
に

あ

る

こ

と
を

強
調

し
､

ゲ

ル

ツ
ェ

ン

に

た

い

し

て
､

社

会

主

義
の

宜

伝
や

革
命
へ

の

煽
動
を

や

め

て
､

皇
帝
の

改

革
事
業
へ

の

協
力
を

呼
び

か

け
て

い

る
｡

平
和
的
で

合

法

的
な

改

革
に

よ

る

市
民

的

自
由
の

実

現
を

彼

･

ほ

専
制
政

府
の

下
で

の

漸
進
的
改

良
に

よ
っ

て

可

能
で

あ

る

と

主

張
し

､

民

衆
の

政

治

能
力
や

農
村
共
同

体
の

原
理

に

期
待
す
る

ゲ

ル

ツ

ェ

ン

の

て
ン

ア

社

会

主

義
の

主
張
を

有
害
無
益
な

も
の

と

し

(

3
)

て

排
斥
し
て

い

る

の

で

あ
る

｡

チ

ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

が

当

時
こ

の

『

出
版
者
へ

の

手

紙
』

を

知
っ

て

い

た

か

ど

う
か

不

明
で

あ

る
｡

た

と
え

そ

れ

を

読

ん

で

い

た

と

し
て

も
､

そ

の

匿
名
の

執
筆
者
の

一

人
が

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

で

あ
っ

た

と
は

ゲ
ル

ツ
ェ

ン

と

同
様
お

そ

ら

く

知
ら

な

か
っ

た

で

あ

ろ

う
｡

彼
ほ

農
奴
解

放
愚
動
の

指
導
的
論
客
と

し
て

の

カ

グ
エ

ー

リ

ン

を

高
く

評
価
し

て

お

り
､

反

社

会
主

義
者
と

し
て

チ

チ

ェ

ー

リ

ン

に

つ

な
が

る

面
に

つ

い

て

は

当

時
あ

ま

り

問
題
に

し

な
か

っ

た

よ

う
で

あ

る
｡

彼
は

当

時
カ

グ
ェ

ー

リ

ン

を

ロ

シ

ア

史
研

究
に

た

ず
さ

わ

る

歴

史
家
の

な
か

で

第
一

級
の

学
究
と

み

な

し
て

い

た
｡

そ

の

評
価
は

､

多
分

に

彼
の

歴
史
学
に

お

け
る

西

欧

主

義
的

傾
向
と

､
′

反

農
奴

制

▲7

的
見
地
に

か
ゝ

わ
る

も
の

で

あ

り
､

そ

れ

ら

に

関

連

し

て
､

｢

そ

胡
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の

諸

原

理
は

大
い

に

尊

敬
に

価

す
る
+

(

l

く
､

訟
e

と

記
し

て

い

る

∵
一

八

五

六

年
の

徽
の

論
文

｢

ロ

シ

ア

文

学
の

ゴ

ー
ゴ

リ
.

時
代

概

観
+

第
五

章
で

ほ
､

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

名
を

ソ

ロ

ゲ
ィ

ヨ

ー

フ

と

と

も
に

あ

げ
て

､

｢

わ

が

国

の

国
家

的
生

活

の

諸

事
象
と

発
達

の

意

義
を
は

じ

め

て

わ
れ

わ

れ

に

明
ら

か

に

し

た

新
し
い

歴
史
学

派
の

主

要
な

代

表
者
た

ち
+

(

I

H

l
-

-

∞
-

)

と

呼
ん

で

い

る
｡

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

が

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

を

ひ

き
つ

け
た

も

う

び

と
つ

の

要
素
は

､

多
様
な

思
想
傾
向
の

人
々

を

調

和
さ

せ
､

極
端
に

意
見
の

異
な

る

人

物
と
も

一

致

し
て

ゆ
け

る

と
い

う
彼
に

特
有
の

性
格
と

能
力

で

あ
っ

た
｡

デ
ー

ム

チ

エ

ン

コ

は

こ

の

点

に

っ

い

て
､

彼
の

同

時
代

人
の

次
の

よ

う
な

証

言
を

引

用
し
て

い

る
｡

｢

彼
の

サ

ー

ク

ル

は
､

い

つ

も
一

つ

の

同

じ

色
彩
に

彩

ら
れ

る

こ

と

ほ

な

か
っ

た
｡

そ

し

て
､

人
々

は
､

誠
実
で

､

た

と

え

対

立

す
る

信
念
の

人
で

も
､

サ

ー

ク

ル

の

な

か

で

は

敵
と

し
て

で

は

な

く
つ

き

あ
っ

て

い

た

し
､

頑
固
な

反
対

者
で

も

そ

こ

で

は

友

好

的

で

あ
っ

た
+

(

P
･

窒
)

｡

ま
た

別
の

証
言

者
は

､

彼
が

｢

す
べ

て

の

人
々

を

調

和
さ

せ
､

す
べ

て

の

人
々

を

結
び

つ

け

る
+

能
力
を

も
っ

て

い

た

と

記

し
て

い

る

(

D
こ

N

占
｡

こ

の

よ

う
な
カ

グ
エ

ー

リ

ン

の

能
力
は

､

彼
の

天

性
の

も
の

で

も

あ

ろ

う
が

､

お

そ

ら

く

彼
が

青
年
期
を

過

し

た

四

〇
年
代
の

モ

ス

タ

ワ

の

ス

タ

ン

ケ

ー

プ
ィ

プ

チ

の

サ

ー

ク

ル

に

お

い

て

養
わ
れ

郎
.

A
T

■

た

も

の

で

あ

ろ

う
｡

そ

れ

は

多
か

れ

少
か

れ

ゲ

ル

ツ
ェ

ン

の

な

か

に

も

み

ら
れ

る

傾
向
で

あ

る
｡

そ

の

よ

う
な

四

〇
年
代
人
の

寛
容

さ

の

ゆ
え

に
､

オ

ブ
ェ

ー

リ

ン

は

右
は

カ

ト
コ

ー

フ

や

チ

チ
エ

ー

ワ

ン

か

ら

左

は

チ
ェ

ル

ヌ

ィ

シ

ェ

フ

ス

キ

イ

や

ド

プ

ロ

リ
ユ

ー

ボ

フ

ま

で

を

ふ

く

む

広
汎
な

意
見
の

人
々

を

友

人
と

し
て

迎

え
て

い

た
｡

し

か

し
､

そ

の

よ

う
な

思

想
の

違
い

を

こ

え

た

連
帯
は

､

一

八

五

九

～
一

八
六
二

年
に

か

け
て

の

い

わ

ゆ

る

｢

革
命
的
情
勢
+

の

進
展
の

も

と

に

崩

壊
七
て

ゆ

く
の

で

あ
る
｡

(

1
)

前
掲

拙

稿

｢

ゲ
ル

ツ

ェ

ン

と
カ

グ
エ

ー

リ

ン

+

そ

の

他

参
照

｡

(

2
)

コ

宍
F

悪

声

b
･

六

旨
e

毒
害
瓦

芦

C
.

T
y

勺
｢

e

語
呂

宍

A
.

芦

｢
e

苫
e

章
-

00

芦
n

T
p
.

山

-
†

以

下

コ

宍

⊆
a

芦

b
.

富
男
丁

臼

≡
】

P

と

略
記

す

る
｡

(

3
)

｡

u

昌
男
宍

‡

O
n

O
n

冒
ぎ
※

莞
≡
よ

六

っ
e
n

→

岩
エ

､

ご
00

設
.

そ
の

内

容
に

つ

い

て

は
､

前
掲
拙

稿

｢

ゲ

ル

ツ

ェ

ン

と

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

+

の

な

か

の

｢

二
､

カ

グ
エ

ー

リ

ン

の

農
奴

解
放
論
と
そ

の

反

響
+

を

参
照
さ

れ

た
い

｡

(

4
)

同

右
､

｢

ゲ

ル

ツ

エ

ン

と

カ

グ
エ

ー

ワ

ン

+

の

第
一

章
参
照

｡

〓

『

同

時
代
人
』

誌
へ

の

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

｢

覚
書
+

の

掲
載
を

め

ぐ
っ

て

†

ノ
.

≠

凍

ト

ヽ

★

一

一
書
い



ヰ

､

ぺ

恥

ナ

【

｡

ト

( 7 3 ) チ エ ′レ ヌ イ シ
ュ

ア ス キ イ と カ グ エ

ー

ワ ン

先

に

あ

げ
た

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

｢

覚
書
+

が

『

同
時

代
人
』

の

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

の

論
文

｢

農
村
生

酒
の

新
ら

し
い

条

件
に

つ

い

て
+

の

第
二

論
文
に

｢

わ

れ

わ

れ

の

共

通

の

公

式
+

(

く

こ
○

∞
)

と

し
て

掲
載
さ

れ

た

経

緯
に

つ

い

て

は
､

従

来
､

そ

れ

が

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

白
身
の

意
図
に

も

と

づ

く

も
の

か
､

あ
る

い

は

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

の

独

断
的

行

為
で

あ
っ

た

か

に

つ

い

て

確
定
的
な

解

答
が

研

究
者
た

ち
の

間
で

も

示
さ

れ

て

い

な
か

っ

た
｡

当

時
､

こ

の

件
に

つ

い

て

チ
ネ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

は

多
く
を

語
ら

な

か
っ

た

し
､

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

白
身
は

時

期
に

よ

っ

て

矛

盾
す
る

発
言
を

し
て

い

た

か

ら

で

あ

る
｡

も

し
､

カ

グ
さ

ー

リ

ン

が

敢
え

て

こ

の

｢

覚
書
+

の

発

表
を

チ

エ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

に

ま

か

せ

た

の

だ

と

す
る

な
ら

ば
､

両

者
の

関
係
は

当

時
き
わ

め

て

親
密
な
も

の

で

あ
っ

た

こ

と

に

も

な

り
､

ま

た
､

改
革
運

動
へ

の

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

積
極
的
優
勢
を

示

す

重

要
な

証

拠
に

も
な

ろ

う
｡

ま

た
､

も

し
そ

れ

が
､

後
年
カ

グ

エ

ー

リ

ン

が

述
べ

た
よ

う
に

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

の

独

断

的

行
為
で

あ
っ

た

と

す
れ

ば
､

こ

の

発
表
に

ま
つ

わ

る

政

府
の

弾

圧
と

宮

廷
の

反

動
派
の

画

策
に

よ
っ

て
､

皇
太

子
の

教
師
と

し
て

の

地

位
を

追
わ

れ

た

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

は
､

チ
ェ

ル

ヌ

ィ

シ

ェ

フ

ス

キ

イ

に

政

治
的
に

利
用
さ

れ

た

気
の

毒
な

被
害
者
と
い

う
こ

と

に

も

な

り

か

ね

な
い

｡

事
件
か

ら

約
一

ケ

月

後
に

､

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

は

カ

ト
コ

ー

フ

宛

に

送
っ

た

手

紙
(

一

八

五

八

年
三

月

十
日

付
)

の

な

か

で
､

｢

覚

書
+

の

公

表
は

自
分
の

意
志
で

ほ

な

か
っ

た

と
で

も
い

わ

ん

ば

か

り
の

自
己

弁
明
を

試
み

て

い

る
｡

そ

の

一

部
を

以

下
に

引

用
し

ょ

1

つ
0

私
は

君
や

私
の

モ

ス

ク

ワ

の

友

人
た

ち
や

例
の

罪
へ

の

同
情

着
た

ち
の

前
で

ほ

ほ

っ

と

す
る

｡

そ

れ

ほ

無
実
の

罪
な
の

だ

か

ら
｡

君
は

私
と

『

同

時
代
人
』

と
の

関
係
を

知
っ

て

い

る
｡

そ

の

同

人
た

ち

す
べ

て

の

な
か

で
､

私

ほ

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

と

親
し
い

し
､

彼
を

好
き
だ

し
､

尊
敬

し
て

い

る
｡

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

は

度
々

私
の

と
こ

ろ
に

や
っ

て

き

て
､

私
の

解
放
案
を

求
め
て

い

た
｡

私
は

そ

れ

を

彼
に

与
え

た

し
､

彼
に

著

作

権
(

白

ヨ
仲

p

弓
y

p

喜
拍

n

O

仇
∩

→

詔

…
0

3
乙

を

与

え

る

と
つ

け

く

わ
え

も

し

た
｡

チ
ェ

ル

ヌ

ィ

シ

其

フ

ス

キ

イ

ほ

私

と

ネ

タ

ラ

ー

ソ

フ

や

そ

の

他
の

人

物
と

の

関
係
も

考
慮
し
な
い

で
､

そ

れ

か

ら
■の

抜
粋
を

ま

る

ご

と
､

私
の

名
を

省
い

て

『

同

時
代
人
』

に

印

刷
し
た

の

だ
｡

事
は

す
で

に

な

さ

れ

て

し

ま
っ

∂

た
｡

そ

し

て
､

私

ほ
た

ゞ

自
分
の

無
頓
着
さ

に

赤
面
し
て

い

る

胡
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橋論叢 第八 十 四 巷 第四 号 ( 7 4 )

(

1
)

と

こ

ろ
だ

｡

検
閲
は

そ

の

論
文

を

…

…

(

原

文

欠

除
)

が
､

そ

れ

ほ

通
過

す
る

は

ず
だ

｡

チ
ェ

ル

ヌ

ィ

シ

ェ

フ

ス

キ

イ

が

そ

ん

な

風
に

使
う
こ

と

を

知
っ

て

い

れ

ば
､

私
と

し

て

は

別

な

扱
い

を

し

た
の

だ

が
｡

な

ぜ

な

ら
､

ネ

タ

ラ

ー

ソ

フ

や
バ

ナ

ー
エ

フ

と

私
と

は
､

い

か

な
る

連
帯
も

受
け
い

れ

ら

れ

な

い

か

ら

だ

(

D
,

-

N

か
)

｡

こ

の

手

紙
で

ほ
､

彼
の

弁
明

に

も

か
ゝ

わ
.
ら

ず
､

｢

覚
書
+

を

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

の

求
め
に

応
じ

て

手

渡
し

た

の

ほ
､

彼
月
身
で

あ

る

こ

と
､

し
か

も
､

そ

の

著
作
権
を

与

え
よ

う
と

約

束
し
た

こ

と

を

認
め

て

い

る
｡

そ

の

後
､

四

分
の

一

世

紀
を

経
た

一

八

八
五

年
に

､

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

は

歴
史
家
の

B
･

H
･

セ

メ

ー

フ

ス

キ

イ

に

｢

覚
書
+

の

全

文
を

送
り

､

そ

の

な
か

に

同

封
し

た

手

紙
で

､

か

つ

て

チ

ェ

ル

ヌ

ィ

シ

ェ

フ

ス

キ

イ

が

著
者
の

同

意
も

許
可
も

な

し

に
､

そ

の

断
片

を

公

表
し

た
の

だ

と

書
い

て

い

る

(

P
､

N

e
｡

と
こ

ろ

が
､

デ
ー

ム

チ

エ

ン

コ

が

あ

げ
て

い

る

も

う
び

と

つ

の

聾
一
一

口

ほ
､

以
上
の

い

ず
れ

と

も

矛
盾
す
る

｡

そ

れ

は
一

八

五

九

年

一

月

八
日

付
の

チ

チ

ェ

ー

リ

ン

宛
の

手

紙
で

あ

る
｡

そ

の

な

か

で

カ

グ
エ

ー

リ

ン

は
､

自
分
が

『

同

時
代
人
』

誌
上

で
､

敢
え

て

土

地

異
戻
し

問
題
を

卒

直
に

提
起
し

た

た

め
に

､

最
高
に

危
険
な

人

細

物
と

し
て

五

月
に

皇

太

子
か

ら

引

き
は

な

さ

れ

た

と

報
告

し
て

お

(

2
)

り
､

｢

覚
書
+

の

公

刊
の

事
実
を

自
ら
の

仕
業
と

み

な

し
て

い

る
｡

こ

の

よ

う
な

積
極
的
な

彼
の

姿
勢
を

嘉
づ

け
る

も

う
ひ

と
つ

の

資
料
と

し
て

は
､

一

八
五

九

年
に

執
筆
さ

れ

て

未
刊
に

終

わ
っ

た

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

の

論
文

｢

非
難
と

釈
明
+

の

一

節
が

あ
る

｡

そ

こ

で

は

チ
ェ

ル

ヌ

ィ

シ

ェ

フ

ス

キ

イ

は
､

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

が

｢

覚
書
+

を

彼
ら

■
の

建
議

､

す
な

わ

ち

『

同

時
代

人
』

に

印

刷
す

る

こ

と
に

同

意
し

た

こ

と
に

つ

い

て

言
及

し
､

｢

著
者
の

同

意
は

､

事
業
へ

の

彼
の

愛
か

ら

の

み

発
し

た
も

の

だ

と
い

え

る
､

な
ぜ

な
ら

著
者
ほ

わ

が

建

議
に

た

い

し
て

個
人

的
に

は

も
っ

と
も

敵
対

的
な

関
係
に

あ
る

の

だ

か

ら
+

(

く
一

芸
∞

)

と

記

し
て

い

る
｡

デ

ー

ム

チ
エ

ン

コ

は

前
記
の

カ

ト

コ

ー

フ

宛
の

三

月
一

〇
日

付

の

手

紙
か

ら

し
て

､

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

は

問
題
の

『

同

時
代

人
』

の

掲
載
号
の

検

閲
通

過
に

関
す
る

す
べ

て

の

事
情
に

通
じ

て

い

た

と

判
断
す
る

｡

そ

れ

故
に

一

八
五

八

年
三

月
三

一

日

と

四

月
一

日

の

該
当

号
の

検
閲
許
可

ま
で

に
､

彼
が

｢

覚
書
+

の

発
表

を

中

止

す
･

る

こ

と

も

可
能
だ
っ

た

と

推
測

し

て

い

る
｡

従
っ

て
､

彼
の

結
論

は
､

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

に

よ

る

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

｢

覚

書
+

の

掲
載
は

す
べ

で

著
者
自
身
の

同

意
と

許
可

を

得
て

の

上
で

▲

▼

g

わ

凍

†

ト

ト

叫



J

▲
I

h

句

†

( 75 ) チ
ェ

ル ヌ イ シ
ュ

ブ ス キ イーと や ヴ ュ

ー サ ン

の

こ

と
だ

と

い

う
の

で

あ

る

(
】

P
-

N

仇

)

｡

デ

ー

ム

チ
エ

ン

コ

の

こ

の

結
論
は

､

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

同

意
が

必

ず
し
も

『

同

時
代
人
』

へ

の

掲
載
で

は

な
か

っ

た

と
い

う

弁
明

を

軽
視
し

て

い

る

よ

う

に

思

わ
れ

る
｡

し

か

し
､

従

来
ソ

ビ

エ

ト

の

研

究
者
の

な

か

に

は
､

チ
ェ

ル

ヌ

ィ

シ

ェ

フ

ス

キ

イ

が

｢

覚
書
+

の

内

容
を

自
己
の

政

治
的

意
図
に

合
わ

せ

て

書
き

改
め

て

い

る

と

(

3
)

か
､

掲
載
を

単
な

る

戟
術

的

配
慮
に

よ
る

も
の

だ

と

す
る

説
が

あ

(

4
)

っ

た

の

に

く

ら
ぺ

て

デ
ー

ム

チ
エ

ン

コ

は
､

彼
が

｢

覚
書
+

を

『

同

時
代

人
』

の

プ

ロ

グ

ラ

ム

と

し

た

こ

と

を

実
質
的
な

意
味
で

受
け
と

る
ぺ

き

だ

と

す
る

｡

そ

し

て
､

そ

の

掲
載
は

｢

ま

だ

前
面

に

強
力
な

敵
(

農
奴
制
支

持
者
た

ち
)

が

存

席
す

る

時
に

､

民

主

派
と

自
由
派
の

間
に

あ

る

程
度
の

思

想

的

連
帯
と

少
か

ら
ぬ

接
点

が

あ
っ

た
こ

と

を

証

明

し
て

い

る
+

(

P
-

N

ヱ

と

み

る

の

で

あ

る
｡

そ

の

点
に

つ

い

て

は

筆
者
も

同

意
見
で

あ
る

｡

例
え
ば

同
じ

時
期
に

書
か

れ

た

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

の

論
文

｢

地

方

人

民
の

批
評
へ

の

回

答
+

(

『

同

時
代
人
』

誌
一

八
五

八

年
三

月

号
)

の

な

か

で
､

彼
は

農
奴
制
廃
止

論
者
の

大
多
数
が

地

主

層
に

属
し

て

お

り
､

｢

有

能
な

諸
改

革
案
が

地

主

層
出
身
の

人
々

に

よ

っ

て

構
想

さ

れ

て

い

る
+

(

く
､

-

志
)

事

実
を

認

め
､

も
っ

･

と

も

教
養
あ

る

階
層
と

し
て

の

地

主

層
が

､

農
奴
解

放
に

ょ

る

国
民

生

活
の

改
善
と
い

う
国
家

的
事
業
に

た
い

し
て

同

情
と

協

力

を

示

す
よ

う
に

彼
ら

の

良

心
に

訴
え

て

い

る

の

で

あ

る
｡

こ

の

時
期
に

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

｢

覚
書
+

せ

諸
々

の

改

革

案
の

な

か

か

ら
も
っ

と

も

す
ぐ
れ

た

改

革
案
と

し
て

選

び
､

こ

れ

を

共

通
の

｢

公

式
+

と

し
て

か

～

げ
た

背
景
に

は
､

こ

の

よ

う
な

彼
の

状
況

認

識
と

統
一

戦
線
の

必

要
性
の

認

識
が

あ
っ

た

の

で

あ

る
｡

｢

覚
書
+

の

掲

載
を

め

ぐ
る

政

府
の

弾
圧
は

､

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

が

自
ら

記
し
て

い

る

よ

う
に

､

農
奴
農
民
の

解

放
に

あ

た
っ

て

の

土

地

買
戻
し

案
(

土

地

付

き

解
放
案
)

の

主

張
が

､

こ

の

段
階
で

政

府
の

例
の

意
図
に

そ

ぐ

わ
な
い

か

ら
で

あ
っ

た
｡

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

は
こ

の

事
件
を

通
じ

て
､

彼
が

期
待
す
る

改

革
(

農

民
の

土

地

付
き

解
放
と

農
村
共
同

体
維
持
)

へ

の

皇
帝

と

政

府
の

不

熱
心
さ

､

･
無
能
さ

を

読
み

と
っ

て

い

る
｡

彼
の

批
判
が

以

後
､

農
奴

制
そ

の

も
の

か

ら
■､

そ

れ

を

支

え

る

ア

ジ

ア

的
専
制

権
力
と

ツ

ア

ー

p

ズ

ム

し
て

の

皇

帝
政
府
に

向

け
ら

れ

は

じ

め

た

の

ほ
､

こ

の

事
件
の

教

訓
に

よ

る

も
の

と

息
わ

れ

る
｡

こ

れ

に

く

ら
ぺ

て
､

カ

グ
エ

ー

リ

ン

は
､

こ

の

事
件
以

後
も

改

革
運

動
の

合
法
性
に

固
執
す

る
｡

し
か

し
､

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

と

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

交

友

関
係
は

､

こ

の

事
件
に

よ
っ

て

も

損
わ
れ

な

か
っ

た
｡

そ

の

後

一

⊥

も
ー

八
五

八

年
に

ウ

ク

ラ

イ

ナ

の

民

主

的
詩
人
シ

ェ

フ

チ

エ

ン

コ

曲
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の

ぺ

テ

ル

ブ

ル

ク

到
着
を

機
に

､

歴
史
家
H
･

H
･

コ

ス

ト

マ

ー

ロ

フ

の

家
で

火

曜
日

毎
に

開
か

れ

た

会
合
に

は
､

両
人

は

と

も
に

常
連
で

あ
っ

た

と

い

う

(

P
.

ご
)

｡

両

者
の

交
友

関
係

は
一

八

六
一

年
頃
ま

で

つ

ゞ

く
の

で

あ

る
｡

(

1
)

こ

の

欠

落
部

分
に

ほ

｢

つ

ま

ん

だ
+

と
か

｢

8

き

む

し
っ

た
+

と
い

う
意
味
の

ロ

シ

ア

語
の

単
語
が

あ
っ

た

と

推
測
さ

れ

る
(

P
.

N

か

)
｡

･

(

2
)

B
O

⊇
○
ぎ

冒

記
≡
出

∽
○
勺

宍
P

H

異
○
白

芳
B

害
P

ぎ
J

e

勺

≡
P

コ

コ
e

E

湾
↑

呂
e

u

但

1

勺

冒
貞
y
･

き
･

-

-

己
N

-

n
･

笥
-

(

3
)

チ

ェ

ル

ヌ

ィ

シ

ェ

フ

ス

キ

イ
一

六

巷
全

集
第

五

巷

(

一

九
五

〇

年
)

の

注
の

執
筆
者

K
･

ジ

ュ

ラ

ー

ゲ
レ

フ

ほ
､

彼
に

ょ
る

改
ざ

ん

祝
を

と

る
｡

し

か

し
､

デ
ー

ム

チ

エ

ン

コ

は

｢

覚

書
+

の

原
文

と

『

同

時
代
人
』

掲

載
の

も
の

と

を

詳
細
芯

比

較
し
､

合

計
二

六

個
所

の

削
除
が

あ

る

こ

と

を

確
か

め

た

上

で
､

そ
の

い

ず
れ

も
が

国

家
体

制
や

検
閲

や

皇
帝
の

活

動
へ

の

批
判
の

個

所
で

あ

り
､

削
除
は

検

閲

当

局
に

よ

る

も

の

と

推

定
し

て

い

る
｡

(

4
)

B
･

H
･

ロ

ー

ゼ

ン

タ

ー

ワ

が
､

そ

の

論

文

の

な

か

で

｢

覚

書
+

の

掲
載
は

チ

ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

ブ

ス

キ

イ
の

戦
術
的

配

慮
に

よ
る

も
の

と

し
て

い

る

こ

と

に

は
､

デ
ー

ム

チ

エ

ン

コ

は

理

解
を

示

し
て

い

る
｡

C

≡
B
･

H
･

P
O

胃
ヨ
告
∫

P

笥
∩

宍

邑

毒
牙
p

宣

旨
H

岩
垣
じ

甲

×

宍
戸

(

O
n

月
e

n

T

詔

書
?
ヨ
○

白

ヨ
巴

云

汚
六

莞

巴
言

責
E

宍
.

戸

宍
a

B

e
白

書
P

U

旨
･

H

l

喜
畠
畠

告
･

M

岩
誉
ロ

Y

-
-
B

歪
.

:

P
e

冒
白

岩

宅
0

2
琵

昌
→

盲
宅
日

日

P
O
n

n

≡

臼

-

監
¢

-
-

恥

已

芦
､

､

声
.

-

笥
ナ

∩

＼
N
h

芦

三

自
由
主

義
者
の

分

裂
と

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

立

場

デ
ー

ム

チ
エ

ン

コ

､の

論
文
の

な

か

で

注
目

す
べ

き

指
摘
の

ひ

と

つ

は
､

革
命
的
情
勢
(

一

八

五

九

-
一

八
六

一

年
)

の

も

と

で
､

自
由
主

義
者
の

陣
営
の

な

か

に

も

分

裂
が

生

じ

た

と
い

う
指
摘
で

あ

る
｡

具

体

的
に

ほ
､

政
府
の

政
策
を

無
条
件
に

擁
護
す
る

チ

チ

井

-

リ

ン

と
､

彼
に

批
判

的
な
カ

グ
ェ

ー

リ

ン

と
の

論
争
で

あ

る
｡

そ

れ

が

同

時
に

､

チ

テ
ル

ヌ

イ

シ

ュ

ア

ス

キ

イ

と
カ

グ
ェ

ー

リ

ン

と
の

友

好
的

な

関
係
を

そ
の

後
も

維
持
す

る

こ

と
に

も

役
立
っ

た

と
い

う
の

で

あ

る
｡

一

八
五

八

年
末
か

ら
の

チ

チ
ェ

ー

リ

ン

の

ゲ
ル

ツ
ェ

ン

批

判
に

は

じ

ま
る

『

コ

一
口

コ

ル

(

鐘
)

』

誌
上

で

の

論
争
は

｢

告
発
状
+

論
争
と

呼
ば

れ
､

ロ

シ
･
ア

の

改
革
路
線
を

め

ぐ
る

一

大

論
争
と

し

て

知
ら

れ

て

い

る
｡

こ

の

論
争
の

発
端
と

な
っ

た

チ

チ
ェ

ー

リ

ン

の

批
判

ほ
､

『

コ

ー

ロ

コ

ル
』

に

あ

ら

わ

れ

た

ゲ
ル

ツ

弟

ン

の

革

命
的

扇
動
の

論
調
を

非
難
し

､

情
熱
へ

の

呼
び

か

け
に

代
え

て

慎

重
･

冷
静
な
理

性
的
改

革
へ

の

呼
び

か

け

を

要
求
し
た

も

の

で

あ

っ

た
｡

こ

れ

に

た

い

し
て

ゲ
ル

ツ
ェ

ン

は

チ

チ

ェ

ー

リ

ン

を

保

守

軋

自
由
主

義
者

､

あ

る

い

は
一

本
調

子
の

教
条
主

義
者
と

呼
ん

で

4 9 之

ト
･

._

鼓
r

▼

†

レ
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♯
一

領

そ

の

要
求
を

拒

否
し
た

｡

こ

の

論
争
に

あ
た

っ

て
､

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

は

ト

ゥ

ル

ゲ
ー

ネ

フ
､

ケ

ッ

チ
ェ

ル

そ

の

他
の

友
人

た

ち

と
は

か

っ

て
､

連
名
の

抗
議
状
を

チ

チ
ェ

ー

リ

ン

に

送
り

､

そ

の

発
言

の

不

当
さ

を

非

難
し
た

の

で

あ
る

｡

従

来
こ

の

抗
議
状
は

本

質
的

に

ほ

チ

チ
ェ

ー

リ

ン

の

政

治

的
立

場
と

対

立

す
る

も
の

で

ほ

な
い

と

み
■
な
さ

れ

が

ち
で

あ
っ

た
｡

し

か

し
､

デ
ー

ム

チ
エ

ン

コ

ほ
､

こ

の

自
由
主

義
者
間
の

対

立
の

事
実
を

重

視
し

､

チ

チ
ェ

ー

リ

ン

的
な

保
守
的
自
由
主

義
者
に

た

い

し

て
､

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

的

な

民

主

主

義
的

白
由
主
義
者
も

し

く

は

自
由
主

義
的
進
歩
主

義
者
の

存

在
を

対

置

す
る

の

で

あ

る

(

D
こ

い

ー

)

｡

事

実
カ

グ
ェ

ー

リ

ン

は

当

時
､

チ

チ
ェ

+

リ

ン

へ

の

抗
議
に

よ
っ

て

民

主

的
グ

ル

ー

プ

の

中
で

人

気
を

高
め
て

い

た
｡

そ

し

て
､

チ
エ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

ア

ス

キ

イ

ほ

そ

の

抗
議
の

内

容
の

弱
点
や

欠
点

を

認
め

な

が

ら

も
､

カ

グ

ェ

ー

リ

ン

の

行

為
を

評

価
し

､

両

者
の

友

好
関
係
は

こ

の

こ

と

に

ょ

っ

て

も

強
化

さ

れ

た

と

み

る

の

で

あ
る

(

D
:

と
)

｡

こ

の

時

期
の

自
由
主

義
者
の

分

裂
に

関
し
て

は
､

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

と

カ

ト
コ

ー

フ

の

関
係
に

つ

い

て

も

あ
て

は

ま

る

が
､

彼
ら
の

分

裂
の

き
っ

か

け
に

な
っ

た

の

も
､

チ

ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

ア

ス

キ

イ

に

た
い

す
る

両

者
の

評

価
の

対

立

で

あ
る

こ

と

ほ

興
味
深
い
｡

デ

ー

ム

チ
エ

ン

コ

が

レ

ー

ニ

ン

図

書
虚
の

手

箱
部
か

ら

見
出
し

た

カ

ヴ
ュ

ー

リ

ン

か

ら
カ

ト
コ

ー

フ

宛
の

一

八
五

八

年
一

〇

月
二

〇
日

付
の

返

書
は

､

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

ア

ス

キ

イ

に

た
い

す
る

彼
の

弁

護
論
で

､

当

時
の

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

見
解
を

知
る

た

め
に

有
益
な

資
料
で

あ

る
｡

次
に

そ

の
一

部
を

引

用

し
ょ

う
｡

彼
を

私
は

親
し

く

知
っ

て

い

ま

す
｡

そ

し

て
､

あ

な

た
に

､

彼

が

信
念
の

な
い

人

間
だ

と

呼
ば

れ

る

イ
ブ

な

人

物
で

な
い

こ

と

を

確
信
を

も
っ

て

請
け

あ

う
こ

と
が

で

き

ま

す
｡

彼
と

同

意
し

な
い

こ

と

は

で

き
ま

す
｡

実
際
に

､

同

意
ほ

し

ば

し

ば

む

ず
か

し

い

…

…
(

原
文

欠

除
)

｡

別
の

こ

と

な

ら

彼
と

同

意
す
る

で

し

ょ

う
｡

だ

が
､

自
己
の

信
念
へ

の

誠
実
さ

と

正

直
さ

に

関
し

て
､

彼
は

非
難
の

余
地
が

な
い

し
､

深
い

尊
敬
を

受
け
て

い

ま

す
｡

彼
は

大

き

な

影
響
を

も

ち
､

ま
た

熱
烈
な

信
奉
者
た

ち
を

も
っ

て

い

る

最
良
の

人

間
の

一

人
で

す

(

D
●

､

い

N

)

｡

こ

の

手

紙
は

､

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

が

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

と

の

意
見
の

相

違
を

意
識
し
っ

つ

も
､

そ

の

信
念
へ

の

誠
実
さ

と

影
響
力

を

高
く

評
価
し
で

い

た

こ

と

を

物
語

っ

て

い

る
｡

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

こ

の

よ

う
な

態

度
は

､

カ

ト
コ

ー

フ

側
に

は

不

満
で

あ
り

､

そ

の

こ

と
ほ

､

彼
の

凝

議
『

ロ

シ

ア

報
知
』

の

共

棚
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同

宿

集

者
汀
･

肌
･

レ

オ

ー

ン

チ
ェ

フ

の

一

〇

月
二

七

日

付
の

返
イ
ソ

書
に

も

示

さ

れ

て

い

る
｡

そ

の

な

か

で
､

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

は

｢

局

ヂ

フ

エ

レ

ソ

チ

ズ

ム

外

中
立

主

義
+

と

し
て

非
難
さ

れ

て

い

る

の

で

あ

る

(

D
一

-

山

N

)

｡

ま
た

｢

個
人
の

自
由

､

言

論
の

自
由

､

改

善
さ

れ

た

行
政
+

を

認

め

な
い

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

に

積

極

的
に

｢

反
対

し
+

､

彼
の

影
響
の

下
で

､

｢

生

活
の

要
求
に

つ

い

て

の

あ

ら

ゆ

る

現

実

的
見
方
+

を

失
っ

て

い

る

若
者
た

ち

を

彼
か

ら

び

き

離
す
よ

う
に

と

訴
え

ら
れ

て

い

る

(

D
こ

ぃ

N

)

｡

さ

ら
に

､

一

二

月
二

八

日

付
の

手
紙
で

レ

オ

ー

ン

チ
ェ

フ

ほ

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

に

た

い

し

て
､

｢

個
人
生

活
で

は

寛
大
で

あ

り

得
る

し
､

ま

た
､

と

こ

と

ん

ま
で

寛
大
で

あ

る
べ

き

だ

が
､

文

学
で

は
､

寛
大
で

あ
る

ぺ

き

で

は

な
い
｡

そ

う
で

な

け

れ

ば
､

明

確
な

方

向

性
が

な
い

こ

と

に

な

る

だ

ろ

う
+

(

P
-

い

N

)

と

彼
の

あ
い

ま

い

な

態
度
へ

の

不

満
が

述
べ

ら

れ

た

と
い

う
｡

そ

し

て
､

同

じ

時
期

に
､

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

は

ス

ラ

グ

主

義
者
の

活

動
に

つ

い

て

の

評

価

を

め

ぐ
っ

て

『

ロ

シ

ア

報
知
』

に

お

け
る

カ

ト
コ

ー

フ

ら
の

厳
し

い

批
判
に

反
対

し
て

､

彼
と

枚
を

分
か

つ

に

い

た
っ

て

い

る
｡

一

方
､

カ

グ
エ

ー

ワ

ン

と

ゲ
ル

ツ

ェ

ン

の

関
係
に

つ

い

て

み

る

と
､

ド

ブ

ロ

リ

ス

ー

ポ

フ

の

余
計
者

批
判
に

怒
っ

た

ゲ

ル

ツ
ヱ

ン

の

『

同

時
代
人
』

詩
編
集
部
へ

の

反

論
:

く
の

召

d
p

n

笥
r

O

岳

≡
､

､

を

め

ぐ
り

て
､

.
カ

グ
再

-

サ

ン

は

ゲ

ル

ツ
ェ

ン

の

主
張
を

全
面

的

4 9 4

に

支
持
し

､

一

八
五

九

年
七

月
二

〇
日

に

わ

ざ

わ

ざ
ロ

ン

ド

ン

を

訪
れ

て

ゲ
ル

ツ
ェ

ン

と
の

感

動
的
な

再

会
を

し

て

い

る
｡

両

者
に

は
､

四

〇

年
代
に
モ

ス

ク

ワ

の

学
生
グ

ル

ー

プ

で

培
わ

れ

た

共
通

の

感
情
と

思

想
と

が

あ
っ

た
｡

ゲ
ル

ツ
ェ

ン

は

彼
を

迎
え

た
こ

と

を
､

親
友
オ

ガ

リ

ョ

ー

フ

の

ロ

ン

ド

ン

到
着
(

一

八
五

七

年
)

以

来
の

最
大
の

事
件
で

あ

る

と

記
し
て

い

る

(

几
･

B
･

ス

タ

ー

ソ

(

1
)

フ

ヘ

の

手

紙
)

｡

伯

方
､

そ

の

二

カ

月

後
に

ロ

ン

ド

ン

を

訪
れ

た

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

は
､

ゲ

ル

ツ
ェ

ン

と
の

会
見
で

､

必

ず
し
も

意
見
調

整

に

成

功
し
な

か

っ

た
｡

こ

の

会
談
の

後
で

､

彼
が

ド

ブ

ロ

リ
ュ

ー

ポ

フ

に

書
き

送
っ

た

ゲ
ル

ツ
ェ

ン

に

つ

い

て

の

印
象
報
告
が

｢

カ

(

2
)

グ
ェ

ー

リ

ン

の

自

乗
+

と

い

う
表

現
で

あ
っ

た

こ

と
は

意
味
深
い

｡

彼
は

六

〇

年
代
の

雄
階
級
人

出
身
の

革
命
的
思

想

家
の

立

場
か

ら
､

両

人
に

共

通

し
た

四

〇

年
代
人

貴
族

思

想

家
の

自
由
主

義
的
な

性

格
と

､

そ

の

政

治
的

限

界
を

感
じ
た

の

で

あ

る
｡

デ
ー

ム

チ

エ

ン

コ

が

と
.

く
に

強
調

し
て

い

る

の

ほ
､

一

八
五

九

-
一

八

六
一

年
の

い

わ

ゆ

る

革
命
的

状

勢
と
い

わ

れ

る

時
期
に

お

い

て

の

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

立

場
が

チ

チ
ェ

ー

リ

ン

と

は

異
り

､

反

動
的

な

君

主

主
義
者
で

も
､

保
守
的

自
由
主

義
着
で

も

な

か

っ

た

ト
･
中

書

.

▲

F

｢
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J

-
町

→

ト

と
い

う
こ

と

で

あ

る

(

D
･

,

ひ

N

)

｡

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

の

用

語
で

は
､

彼
は

ま

だ

自
由
主

義
的

｢

進
歩
主

義
者
+

に

属
し
て

い

た

の

で

あ

る

(

D
こ

い

N

)

｡

こ

の

よ

う
な
カ

グ
ェ

ー

リ

ン

と
チ

す
ェ

ー

リ

ン

の

相
違
は

､

一

八
六

一

年
秋
の

大

学
紛
争
に

対

す
る

両

者
の

対

応
の

相

違
と

論
争

の

な

か
■
に

も

端
的
に

あ

ら

わ

れ

て

い

る
｡

こ

の

年
､

政

府

批
判
の

世

論
の

中

心
と

な
っ

た

大

学
へ

の

一

連
の

弾
圧

処

置
の

な
か

で
､

ぺ

テ

ル

ブ

ル

ク

大
学
で

は

学
生
の

自
治
的

互

助

組
織
｢

ス

ホ

ー

ト

カ
+

の

禁
止
が

学
生

た

ち
の

激
し
い

反

発
を

招
き

､

警
察
力
の

導

入

と

大

学
の

閉
鎖
ま

で

ひ

き
お

こ

し

た
｡

こ

の

一

連
の

事
件
の

問
､

当

時
ぺ

テ

ル

ブ

ル

ク

大

学
数
授
で

あ
っ

た

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

は
､

自

ら
の

｢

聖
ぺ

テ

ル

ブ

ル

ク

大
学
の

学
生

紛

争
に

関

す
る

覚
書
+

の

中
で

､

大

学
の

旧

定

款
(

一

八
三

五

年
制
定
)

の

改
訂
に

よ

る

根

本

的

改

善
の

必

要
を

説
き

､

大
学
が

び

ど

く

警
察
的
な

性
椅
を

も

っ

て

学
生
に

対

処
し
て

い

る

こ

と

に

反

対

し

た
｡

ま

た
､

｢

ス

ホ

ー

ト

カ
+

の

禁
止
や

大
学
入

学
者
の

数
の

制
限
の

強

化
に

も

反

対

し
､

貧
し
い

学
生
の

授
業
料
の

免
除
や

納
入

金
の

削
減
を

提
案
し

て

い

る

(

P
､

窒
)

｡

大

学
が

閉
鎖
さ

れ

た

後
､

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

ほ
､

首
都
か

ら
の

退

去
を

迫
ら

れ

て

い

る

多
く

の

学
生

た

ち
の

た

め

の

よ

き

保
護
者
と

㌣

L

.
一

て

1

､

し
て

彼
ら

を

守
っ

た

と

い

わ

れ

る

(

D
｢

窒
)

｡

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

こ

の

よ

う
な

民

主

的
･

進
歩
的
教

師
と

し

て

の

態

度
は

､

当

時

の

学
生

た

ち
の

大
き

な

支

持
と

期
待
を

集
め

て

い

た
｡

他

方
､

モ

ス
.

ク

ワ

大

学
の

教

授
で

あ

っ

た

チ

チ
ェ

ー

リ

ン

は
､

ぺ

テ

ル

ブ

ル

ク

大

学
で

と

ら
れ

た

強
硬
な

弾
圧

政

策
を

自
校
に

も

導
入

し
ょ

う
と

し

て
､

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

激
し
い

批
判
を

う
け

た
｡

一

八

六
一

年
一

二

月

半
ば
に

チ

チ
ェ

ー

リ

ン

に

宛
て

た

手
紙
の

中

で
､

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

ほ

｢

わ

れ

わ

れ

の

見
解

､

方

向
､

現

実
的

手

段
､

共

感
と

反

発
は

全

く

異
な
っ

て

い

る
｡

わ

れ

わ

れ

は

徹
底
的

(

3
)

に

違
っ

て

い

る

の

だ
+

と

さ

え

書
き

送
っ

て

い

る
｡

そ

し
て

､

こ

れ

に

た

い

す
る

チ

チ
ェ

ー

リ

ン

の

側
か

ら
の

関
係
修
復
の

試
み

は

失
敗
に

終
っ

て

い

る
｡

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

が

こ

の

大

学
紛

争
に

当
っ

て
､

評

論
の

上
で

も
､

実
際
行
動
の

上
で

も

熱
心
に

学
生

を

支

援
し

､

政

府
の

弾
圧

に

抗
議
し
た

こ

と

は

よ

く

知
ら

れ

て
い

る
｡

彼
は

評
論

｢

変
化
の

は

じ

ま

り
で

は

な
い

か
+

(

『

同

時

代
人
』

一

八
六

一

年

一

一

月
号
)

の

な
か

で
､

チ

チ
ェ

ー

リ

ン

ら
の

反

動
的
見
解
を

批

判
し

た
｡

そ
の

際
､

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

所
説
を

と

り

上

げ
､

こ

れ

を

支

持
す
る

と
い

う
方

法
を

と
っ

て

い

る

が
､

こ

の

こ

と

は

デ

ー

ム

チ
エ

ン

コ

に

よ

れ

ば
､

検
閲

上
の

制
約
の

た

め
で

あ

り
､

『

同

榔
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時
代

人
』

の

編

集
局

ほ

他
方
で

は

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

中

立

主

儀
的

立

場
が

学
生
の

反

政
府

運

動
に

影
響
を

及
ぼ

す
こ

と
に

は

反
対

で

あ
っ

た

と

し

て

い

る
｡

そ

の

具
体

例
と

し
て

､

チ

ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

が

同
じ

論
文
の

中
で

も
､

す
で

に

学
生
た

ち
は

､

自
由

主

義
者
を

｢

無
意
味
な

お

し
ゃ

ぺ

り

屋
+

と

み

な

し
は

じ

め

て

い

る

と

書
い

て

い

る

点

を

あ

げ
て

い

る

(

舛
-

-

宗
‥

D
･

-

い

阜
･

)

｡

一

方
､

デ
ー

ム

チ
エ

ン

コ

ほ

大

学
紛

争
を

め

ぐ
る

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

と
チ

チ

ェ

ー

リ

ン

の

対

立
に

関
し

て

ほ

本
質
的
に

は

彼
ら
の

主

張
ほ

一

致

し
て

い

る

と

み

て

い

る

(

P
､

窒
)

｡

そ

の

理

由
と

し

て
､

彼
ほ

警
察
的
方

法
を

主
張
す
る

チ

チ
ェ

ー

リ

ン

も
､

こ

れ

に

反

対

し
て

学
生
へ

の

｢

理

性
的
原
理

に

も

と
づ

く
+

｢

道
徳
的
な

く

(

4
)

つ

わ
+

を
よ

り

強
固
な

も
の

だ

と

主

張
す
る

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

も

と

も

に

根
本
的
な

変
革
よ

り

も
､

｢

平
穏
と

秩
序
+

を

求
め
る

同
一

の

希
求
に

根
ざ

し
て

い

る

か

ら

だ

と

主

張
す
る

の

で

あ

る

(

D
:

窒
)

｡

こ

の

イ

デ
オ

ロ

ギ

ー

的
同

質
論
は

先
に

せ

っ

か

く

両

者
の

自
由
主

義
の

遠
い

に

つ

い

て

指
摘
し

た

著
者
の

見
解
に

い

さ
1

か

矛

盾
す

る

よ

う
に

思
わ
れ

る
｡

だ

が

当

時
の

政

治

状
況
の

下

で
､

ゲ
ル

ツ

ェ

ン

と

チ
エ

ル

ヌ

ィ

シ

ェ

フ

ス

キ

イ
.
が

政

府
と

大
学
当

局
の

政

策

に

た
い

す
る

学
生
の

徹
底
的
な

抵
抗
を

支

援
し
て

､

政
府
に

た

い

す

る

革
命
的
な

抗
議
運
動
を

呼
び

か

け

ほ

じ
め

た

時
期
で

あ
る

こ

と

を

念
頭
に

お

く

な

ら

ば
､

彼
の

解

釈
も

あ

な

が

ち

香
定
で

き

な

甜.4

い

も

の

が

あ

る
｡

事

実
､

こ

の

大

学
紛
争
に

か

ら

む

権
力

と

学
生

と

の

対

立
の

渦
中
で

の

カ

グ
土

-

リ

ン

の

海
外

出
張
は

､

彼
の

意

図
的

な

責
任
回

避
で

あ
っ

た
｡

学
生
の

側
に

立
っ

て

権
力

と

対

決

す
る

こ

と

ほ

彼
の

本
意
で

な
か
っ

た
｡

こ

の

こ

と

ほ
､

デ
ー

ム

チ

ネ

ン

コ

が

と

り

あ

げ

た
カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

妻
宛
の
一

連
の

未
公

刊

書
簡
に

よ

っ

て

基
づ

け

ら
れ

て

い

る

(

D
こ

巴
)

｡

そ

の

上
､

こ

の

海
外

出
張
期
に

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

思
想

的

立

場
は

急

激
に

変
化

し
､

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ
を

は

じ

め
と

す
る

革
命
的

民

主

主

義
者
へ

の

敵
対

的

立

場
を

公

然
と

示

し

は

じ

め
る

の

で

あ

る
｡

(

1
)

A
.

〓
.

｢

e

苫
e

=
-

C
O

晋
.

8
戸

じ

い

?
→

ざ

→
･

X
X

く
ー

ー

∩
･

N

00

｢

(

2
)

こ

の

間
題
に

つ

い

て

ほ
､

∽
.

コ
.

六
〇

夢

曇
H

-

キ

コ
O
e

呂
六
a

H
･

｢

上
e

ワ
ニ

E

E
e

ロ

〔

宍

○

岩
ロ

コ
○

岩
○

託

ロ

ー

監
¢

昌
一
叫

毘

e

r

O

コ
e
･

勺

巧
○
ロ

○
勺

巳

n

A
.

芦

｢

e

苫
e

喜
芦

､

､

B

n

P

《

ヨ

ヨ
e
勺
a

T
u

毒
a

告

発
→

O
p

畠
》
一

≡
.

⊥
課
¢

-

参
照

(

3
)

B
O

昌
O

E

害
a

H

ミ

ロ

〓
一

ぎ̀
e

勺

≡
P

声

¥
H
T

･

､

一

声
-

や
N

¢
-

∩
.

か
い

.

(

4
)

声

中

富
芳
白

≡
-

C
O
爪

首
-

n

O
`

●

→
●

N
･

3
日

P
-

-

芦

四

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

思

想

的
転

換
と

チ

エ

ル

ヌ

ィ

シ

■
エ

フ

ス

キ

イ

批
判

ト

血
T

-

.

ト

ヽ

1

J

酪
r
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ー リ ン

1

-
町

デ
ー

ム

チ

エ

ン

コ

は

カ

グ
占

-

リ

ン

の

思

想
傾
向
を

一

八

六
二

年
二

月
以

降
の

西

欧

出
張
の

時
期
を

境
に

し

て

二

分

し
て

い

る
｡

こ

の

時

期
ま
で

の

民

主
的

自
由
主

義
者
も

し

く

は

進
歩
的
自
由
主

義
着
か

ら
､

君

主

主

義
的
保
守

的

自
由
主

義
者
へ

転
向

し

た

と

す

る

の

で

あ

る
｡

し
か

し
､

な

ぜ
､

そ

の

よ

う
な

思

想

転

換
が

生

じ

た

の

か

に

つ

い

て

彼
の

論
文
は

説
得
的

な

論
証
に

乏
し
い

の

で
､

こ

～

で

は

そ

の

具

体

的
経

緯
に

つ

い

て

検
討
し
て

み

ょ

う
｡

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

の

思
想

転
換
は

､

一

八

六
一

年
二

月
一

九
日

の

鼻
奴
解

放
令
発
布
に

よ

る

ロ

シ

ア

社

会
の

転
換
期
と

時

期

的
に

一

致
し

､

そ

の

こ

と
と

無
関
係
で

ほ

あ

り

得
な
い

｡

彼
は

ク

リ

ミ

ア

戦
後
の

ロ

シ

ア

の

改
革
に

つ

い

て
､

チ

チ
ェ

ー

リ

ン

と

と
も

に

皇

帝
政

府
の

｢

上

か

ら
の
+

改

革
に

期
待
し
て

お

り
､

ロ

シ

ア

に

と

っ

て

革
命
や

反
対

党
や

陰
謀
は

無
縁
で

あ

り
､

平
和
的
で

理

性

的

な

方

式
に

よ

る

改

革
こ

そ

唯
一

の

方

式
で

あ

る

と

し

て

い

た

(

前
掲
｢

出
版
者
へ

の

手
紙
+

参
照
)

｡

し

た

が
っ

て
､

一

八

六

一

年
二

月
一

九

日

の

ア

レ

ク

サ

ン

ド

ル

二

世
の

農
奴

解

放
令
ほ

､

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

に

と
っ

て

原
則
的
に

彼
の

改

革
方

式
に

つ

い

て

の

信
念
を

充
た

す
も

の

で

あ

り
､

彼
ほ

実
際
に

も

こ

れ

を

歓

迎

し

た
｡

他

方
､

チ
ェ

ル

ヌ

ィ

シ

ェ

フ

ス

キ

イ

と

そ

の

同
志

た

ち
ほ

土
地

,

▲

一
一

｢

付

き

無
償
解

放
L

農
村
共

同

体
の

維

持
を

目

指
し

て

い

た

の

で
､

こ

れ

に

反

す
る

解

放
令
に

強
い

不

満
を

も
っ

た
｡

そ

の

あ

げ

く
､

人

民

大

衆
を

基
盤
と

す
る

｢

下
か

ら
の
+

変
革
を

組
織
し

ょ

う
と

す
る

活

動
に

と

り

組
み

は

じ

め

る
｡

チ
ェ

ル

ヌ

ィ

シ

ェ

フ

ス

キ

イ

は

政

府
の

解

放

令
の

公

布
に

対

抗
し
て

､

農
民
に

一

斉
蜂
起
の

準

備
を

よ

び

か

け
た

傲

文

｢

地

主
領
農
民
へ

の

同

情

着
か

ら

の

挨

拶
+

(

一

八

六
一

年
)

を

書
い

た
｡

彼
の

周

辺
の

同

志

た

ち

も

私

密
革
命
組
織
｢

大
ロ

シ

ア

人

委
員
会
+

を

組
織
し

た

り
､

青
年
や

兵
士
や

農
民
た

ち

に

向

け
た

各
種
の

撒

文
を

作
成
し
て

い

る
｡

そ

れ

は

ま
だ

少

数
の

イ

ン

テ

リ

ゲ

ン

チ

ア

に

よ

る

も

の

と

は

い

え
､

ロ

シ

ア

に

お

け
る

最
初
の

｢

下
か

ら
の
+

革
命
的
な

変
革
の

試
み

で

あ

り
､

一

八
七

〇

年
代
か

ら

八

〇

年
代
の

ロ

シ

ア

の

ナ

ロ

ー

ド

ニ

キ

運

動
の

先

駆
を

な

す

も
の

で

あ
っ

た
｡

農
奴
解

放
令
を
め

ぐ
る

こ

の

よ

う
な

相

反

す
る

二

つ

の

流
れ

の

な
か

で
､

従
来

､

決

定

的
な

対

立
に

は

い

た

ら

な

か
っ

た

自
由
主

義
と

革
命
的
民

主

主

義
の

対
立
の

激
化
が

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

に

も

明

瞭
に

認

放
さ

れ

る

に

い

た

っ

た
｡

彼
は

こ

の

頃
か

ら

革
命
的
民

主

主

義
着
た

ち
を

批

判

し
､

戦
後
に

は

じ

ま
る

進
歩
的

自
由
主

義
者

の

事

業
が

彼
ら

に

よ
っ

て

破

壊
さ

れ

た

と

し
て

､

チ
ェ

ル

ヌ

ィ

シ

ェ

フ

ス

キ

イ

ら

を

非

難
す
る

の

で

あ

る

(

K
･

K
･

グ

ロ

ー

ト
へ
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の

手

紙
､

一

八

六
二

年
六

月
一

五
-
二

一

七

日

付
)

｡

こ

の

時
期
に

､

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

と

ゲ

ル

ツ
ェ

ン

の

関
係
も

ゆ
ら

ぎ
は

じ

め

る
｡

周

知
の

よ

う
に

､

ロ

ン

ド

ン

の

ゲ
ル

ツ
ェ

ン

は

は

じ

め
こ

の

解
放
令
の

発
布

を

感
激
の

涙
を

も
っ

て

迎

え
た

｡

し
か

し
､

法
令
の

実
質
が

農
民
の

土

地

付
き

無

償
解

放
と
い

う

彼
の

期

待
か

ら

余
り
に

か

け

離
れ

た
も

の

で

あ

る

こ

と
と

､

ポ

ー

ラ

ン

ド

ヘ

の

弾
圧
の

強

化
を

知
っ

て

か

ら

は
､

皇

帝

支
持
の

態
度
を

改

め

て

｢

人

民
の

中
へ

+

の

ス

ロ

ー

ガ

ン

を

か

か

げ
て

政

府
に

た

い

す

(

1
)

る

あ

ら

た

な

闘
い

を

提
起
す
る

｡

こ

の

時
期
に

表
面

化
し

た

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

と

革
命
的
民

主

主

義

者
と
の

主

要
な

対

立

点
の

ひ

と
つ

は
､

そ

の

ロ

シ

ア

人

民

観
で

あ

る
｡

ゲ

ル

ツ

ェ

ン

が

と

く
に

非
難
し
た

の

は
､

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

が

ロ

シ

ア

の

人

民
を

宿
命
的
に

政

治
に

無
能
な

存
在
と

み

な

し

て

い

る

点
で

あ

る
｡

事
実
こ

の

点
で

ほ
､

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

は
､

チ

チ
ェ

ー

リ

ン

と

同

様
に

､

政

治

的
受
身
性
を
ロ

シ

ア

人

民
の

特

性
と

し

て

と

ら

え
､

国
家

的
事
業
に

お

け

る

皇
帝

政

府
の

イ

ニ

シ

ア

チ

ブ

を

ロ

シ

ア

史
の

基
本
的
特

質
と

さ

え

考
え

て

い

た
｡

そ

し
て

､

そ

の

観
点

か

ら

滞
欧

中
も

知
人

宛
の

手

駄
の

中
で

､

ロ

シ

ア

の

革
命

的
民

主

主

義
看
た

ち
の

行
動
を

批

判

し
て

､

彼
ら
の

人

民

観
に

つ

い

て

｢

わ

が

国
の

無
分
別

な

革
命
的
党
派
は

わ

が

国
の

大

衆
に

つ

ト

碑

.
1

L

ト

ト

ヽ

い

て
､

全

く

知
り
も

せ

ず
1

ま
た

理

解
も

せ

ず
､

ろ

く
に

考
え

を

淵
.

4
■

せ

ず
に

行

動

し

て

い

る
､

と

み

て

い

ま

す
+

と

書
い

て

い

た

(

9
･

¢
･

ラ

ー

デ
ン

男
爵
夫

人

宛
一

八

六
二

年
七

月
八
-
ニ

ー

〇

日

付

手

紙
)

｡

も
っ

と

も
､

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

ブ

ス

キ

イ

た

ち
の

人

民

観
に

つ

い

て

は
､

ゲ
ル

ツ
ェ

ン

自
身
も

批

判

的
で

あ

り
､

｢

変

化

の

は

じ

ま
り

で

ほ

な
い

か
+

を

念
頭
に

し

た

と

思
わ

れ

る

彼
の

評

論
｢

解

放
の

塩
+

(

『

コ

一

口

コ

ル
』

一

八

六

二

年
二

月
一

日

号
)

の

な

か

で
､

若
い

急
進
派
の

人
民

観
の

観
念
性
を

衝
き

､

｢

彼
ら

の

側
に

(

2
)

人
民

は

な
い

の

だ
+

と

さ

え

断
じ
て

い

る
｡

し
か

し
､

ゲ
ル

ツ
ェ

ン

に

と
っ

て

そ

れ

よ

り
も

さ

ら
に

我

慢
な

ら

な
か

っ

■
た

の

は
､

ロ

シ

ア

人

民
の

政
治

的

無
能
さ

を

前
提
と

す
る

よ

う
な

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

流
の

人

民

観
と

改

革
論
で

あ
っ

た
｡

ゲ

ル

ツ
ェ

ン

の

激
し
い

怒

り
の

手

紙
に

接
し

た

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

は
､

そ

の

返

事
(

一

八
六

二

年
六

月
一

一

日

(

五

月
三

〇

日
)

付
)

の

な

か

で

自
己

弁
明
を

試

み

る

と

と

も
に

､

｢

僕
に

は

君
と

の

分

裂
は

悲

し

い
｡

し

か

し
､

(

3
)

ど

う

し

よ

う
も

な
い
+

と

記
し
て

い

る
｡

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

ア

ス

キ

イ

と
ニ

コ

ラ

イ
･

セ

ル

ノ

‖

ソ
ロ

ダ

イ

エ

ー

ダ
イ

ア

チ

が

逮
捕
投
獄
さ

れ

た

と

い

う
ロ

シ

ア

か

ら
の

し

ら
せ

を
､

カ

グ
ェ

ー

リ

ン

が

ス

イ

ス

で

受
け
と
っ

た
の

ほ
一

八

六

†

.J

軒
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戸

▲

¶

二

牛
の

七

月
か

八

月
の

は

じ

め

で

あ
っ

た
｡

彼
は

こ

の

こ

と

を

知

ら

せ

た

ゲ
ル

ツ
土

ン

宛
の

八

月
六

日

付
の

手

紙
の

な

か

で
､

次
の

よ

う
に

自
己
の

感
想

を

記
し
て

い

る
｡

｢

ロ

シ

ア

か

ら
の

情
報
は

､

僕
の

観
点
か

ら
は

､

そ

れ

ほ

ど

恵

,

く

あ
り

ま

せ

ん
｡

逮
捕
さ

れ

た

の

は
ニ

コ

ラ

イ

で

は

な

く
て

､

(

4
)

ア
レ

ク

サ

ン

ド

ル

〓

ソ

ロ

ダ
イ

エ

ー

ゲ
ィ

ッ

チ

で

す
｡

こ

の

逮

捕
は

僕
を

お

ど

ろ

か

せ

な
い

し
､

君
に

白

状
す
れ

ば
､

憤
慨
す

べ

き
だ

と

も

思
い

ま
せ

ん
｡

こ

れ

は

戦
争
で

す
｡

ど
ち

ら

か

が

相
手

を

打
負
か

す
の

で

す
｡

革
命
的
党
派
ほ

政

府
を

打
倒
す

る

た

め
に

は
､

す
べ

て

の

手

段
を

よ

い

と

み

な

し
て

い

ま

す
し

､

政

府
は

自
分

な
り

の

手

段
で

防
衛
す
る

の

で

す
｡

こ

れ

ほ

卑
劣

な
ニ

コ

ラ

イ

帝
時
代
の

逮
捕
と

流
刑
で

は

あ

り

ま

せ

ん
｡

当

時

は
､

人
々

ほ

思

想
や

僧
念
や

信
仰
や

言
論
の

ゆ
え
に

破

滅
さ

せ

ら

れ

ま

し

た
｡

僕
は

､

仮
に

君
が

も

し

政

府
で

あ
っ

た

な
ら

ば
､

君
に

反

対

し

て

陰
に

陽
に

活

動
し

は

じ

め
た

党
派

に

対

し
て

､

君
が

い

か

に

行
動
す
る

か

を

見
た

い

も

の

で

す
｡

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

を

僕
ほ

大
変

､

大
変
好
い

て

い

ま

す
｡

だ

が
､

あ
ん

な

間
抜
け

な

(

b

岩

邑
-

呂
)

､

気
の

利
か

な

い
､

自
己

過

信
の

人

物
は

僕
ほ

い

ま
だ

か

つ

て

見
た

こ

と

も

あ

り
ま

せ

ん
｡

(

5
)

そ

れ

に

し

て

も

な

ん

の

た

め

に

破

滅
し

ょ

う

と
い

う
の

か

!
+

､山

一
可

そ

こ

に

は
､

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

た

ち

革
命
的
民

主
派

の

思

想
や

行

動
へ

の

共
感
は

全

く

失
わ

れ

て

い

る
｡

政

府
の

改
革

へ

の

反
対

は

不

可

解
で

､

不

当

な
も

の

と

し

て

敵
視
さ

れ

て

い

る

の

で

あ
る

｡

カ

グ
ェ

ー

リ
､

ン

が

同
じ

年
の

九

月
二

三

日

1
一

〇

月

五

日

付
で

妻
宛
に

書
い

た

手

紙
ほ

､

デ
ー

ム

チ
エ

ン

コ

が

〓
P

ヒ
〓

の

手
稿
部

資
料
か

ら

引

用

し
て

い

る

め

ず
ら

し
い

も

の

で

あ

る
｡

そ

の

な
か

で
､

彼
ほ

チ
ェ

ル

ヌ

ィ

シ

ェ

フ

ス

キ

イ

と
セ

ル

ノ

=

ソ
ロ

ダ
イ

エ

ー

ダ
イ

ア

チ

が

と
も

に

ア

レ

ク

セ

ー

エ

フ

要
塞

内
の

牢
獄
に

お

り
､

放
火

犯
が

つ

か

ま

り
､

秘
密
の

傲
文
と

印
刷
の

事
件
も

暴
か

れ
､

罪
人
も

発
見
さ

れ

た

と
､

淡
々

と

し

た

調

子
で

伝
え

て

い

る
｡

そ

し
て

､

農
民

問
題
ほ

予

想

以

上
に

順
調
に

進
ん

で

お

り
､

人

民

は

従

頓
に

な

り
､

容
易
に

新

し
い

秩
序
に

慣
れ

て

き
て

い

る

と

し
て

､

｢

解

放
の

大

事
業
は

赫
々

た
る

勝
利
を

収

め

た
+

(

D
‥

宅
)

と

ツ

ア

ー
山

y

喜
ば

し

気
に

記
し
て

い

る
｡

さ

ら
に

､

人
民
の

皇

帝
へ

の

崇
拝
は

限
り

が

な
い

こ

と
､

皇
帝

権
力

ほ
ロ

シ

ア

史
上

か

つ

て

な
か

っ

た

よ

う
な

栄

光
と

光
輝
の

な

か

に

あ

る

と

し
て

､

民

衆
の

従

順
さ

を

た

～

え

て
､

民

衆
が

地

主
や

教

養
階

級
以

上
の

政

治

的

感
覚
と

本

能
を

示
し

た

と

み

な

し
て

い

る
｡

そ

の

う
え

､

そ

れ

が
､

自
分
の

予

見
し

､

予

言
し
た

こ

と

で

あ

る

と

自
己
の

思

想
の

勝
利
を

誇
っ

.

抑
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て

さ

え
い

る

(

D
･

･

山

加

)

｡

彼
の

立

場
は

こ

の

時
点

で

ほ

完
全
に

皇

帝

権
力
の

政

策
の

支

持
者
で

あ

る
｡

彼
は

同
じ

手

紙
の

中
で

､

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

の

同

志

で
､

傲
文

｢

大
ロ

シ

ア

人
+

の

配
布

の

罪
で

捕
え

ら

れ

た

B
●

A
･

オ

ー

ブ

ル

チ

ェ

フ

に

つ

い

て

言
及

し
て

い

る
｡

彼
が

広
場
に

ヽ

ヽ

引
き

出
さ

れ
､

市
民

権
を

奪
わ

れ
､

か

せ

を

は

め

ら
れ

た

時
に

､

民

衆
が

刑

更
に

そ

れ

を

充

分
に

肉
に

く
い

こ

ま
せ

ろ
と

叫
ん

だ

こ

と

を

伝
え

て
､

｢

彼
が

も

し
､

大

衆
の

同

情
を

期
待
し

て

い

た

の

な
ら

ば
､

そ

の

瞬
間
に

ひ

ど

く

失
望
し
た

こ

と

だ

ろ

う
｡

彼
に

と

っ

て

己
の

誤

ち

ほ

高
く
つ

い

た

も
の

だ
+

と

記

し

て

い

る

(

P
.

岩
)

｡チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ

に

た
い

し
て

は
､

元

老

院
は

一

八

六

四

年
二

月
七

日

に

｢

す
べ

て

の

権
利
を

と

り
あ

げ
､

一

四

年
間

の

鉱
山
の

苦
役
と

そ

の

後
の

シ

ベ

リ

ア

永

久

流

刑
+

と
い

う
判
決

を

下
し

た
｡

そ

し
て

皇
帝
は

七

年
間
の

苦
役
と

一

八

八

九

年
ま
で

の

約
二

五

年
間
に

及
ぶ

流
刑
を

科

し
た

の

で

あ

る
｡

チ
ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ
が

期
待
し

た
ロ

シ

ア

の

前
衛
的
イ

ン

テ
リ

ゲ
ン

チ

ア

と

人

民

大
衆
の

結
合
に

よ

る

｢

下
か

ら
の
+

変
革
の

実
現
に

は
､

(

6
)

そ

の

後
さ

ら

に

四

半

世

紀
以
上
の

時
が

必

要
で

あ
っ

七
｡

(

1
)

前
掲
･

拙

稿

｢

ゲ

ル

ツ
ェ

ン

と
カ

グ
エ

､
-

ワ

ン

+

参
頗

(

2
)

A
･

〓
･

｢
e

p

月
e

き

C
O
n

す

n

O
`
.

ロ

岩
･

→

g

→
.

.
X

く
【

-

∩
.

N

P

(

3
)

コ
写
り

⊆
a

芦

b
.

宍
a

ロ

e

臼

牢
コ

a
.

n
.

窒
.

(

4
)

実

際
に

こ

の

将
に

逮

捕

さ

れ

た

の

ほ
､

兄
の

ニ

コ

ラ

イ
･

セ

ル

ノ

=

ソ

ロ

ダ
イ

エ

ー

ゲ
ィ

ッ

チ

で

あ

る
｡

カ

グ
ユ

ー

･
リ

ン

の

聞
き

違
い

で

あ

ろ

う
｡

(

5
)

コ

宍
E
i

a

不

日
.

六

旨
e

白
〓

〓
a

､

C
.

∞

N
.

(

6
)

チ

ェ

ル

ヌ

イ

シ

ュ

フ

ス

キ

イ
の

心

酔
着
で

あ
っ

た
B
･

H
●

レ

ー
ニ

ン

ほ
､

農
奴
解

放

令
発
布

五

〇

周

年
(

一

九

二
年
)

に

つ

い

て

書
い

た

論
文

｢

『

農
民

改

革
』

と

プ

ロ

レ

タ

リ

ア

=

農

民

革
命
+

の

な
か

で
､

次
の

よ

う
に

記
し
て

い

る
｡

｢

六
一

年
の

革
命
家
た

ち
は

孤
独

で

あ

り
､

一

見
し

た

と
こ

ろ

完

敗
を

喫
し

た

よ

う
に

み

え

る
｡

実
際
に

は
､

彼
ら
は

当

時
の

偉
大

な

活
動
家

た

ち
で

あ
っ

た
｡

そ

し

て
､

わ

れ

わ

れ

が

そ

の

時

代
か

ら

遠

ざ
か

れ

ば

遠
ざ

か

る

ほ

ど
､

彼
ら
の

偉

大
さ

ほ
一

層

明

瞭
に

な
る

し
､

当

時
の

自

由
主

義
的

改

革

論
着
た

ち
の

卑
小

さ
､

貧
弱
さ

も
一

層

明

確
に

な
っ

て

く

る
｡

+

甲

声

ら
訂

≡
コ

)

コ
○

岳
.

n

O

合
.

n

O

戸

→
.

N

O
-

∩
･

-
人

声

邦
訳
レ

ー

ニ

ン

全

集
第

一

七

巻

〓
七
ペ

ー

ジ
｡

(

エ

学

院
大

学

教

授
･

二
億
大

学
講
師
)

∂0 0

ト

♯

野




